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9　 Septembro

教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌

【
信
楽
土
、
二
代
教
主
さ
ま
お
手
植
え
神
島
松
釉
】

な
に
事ご
と

も
心
ひ
と
つ
の
持も

ち
や
う
で

た
だ
面お
も
し
ろ白

く
あ
り
が
た
き
か
な【

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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日
々
の
く
ら
し
を
前
向
き
に

　

平
成
四
年
秋
、
あ
る
海
外
の
方
が
初
め
て
長
生
殿
に
参
拝
を
さ
れ
た
時
の

こ
と
で
す
。
長
生
殿
全
体
か
ら
柱
の
一
本
一
本
に
至
る
ま
で
、
神
さ
ま
が
天

界
か
ら
守
っ
て
お
ら
れ
、
玄
関
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
神

さ
ま
に
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
私
が
大
本
へ
入
信

す
る
前
に
見
た
夢
の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
近
所
の
大
本
信
徒
の
お
宅
が

光
り
輝
き
、
金
粉
の
よ
う
な
も
の
が
降
り
注
い
で
い
て
、
虹
が
か
か
っ
て
い

る
荘
厳
な
風
景
で
し
た
。
そ
の
夢
を
見
せ
ら
れ
、〝
大
本
信
仰
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
神
さ
ま
が
守
っ
て
お
ら
れ
る
〟
と
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
、
水
害
、
台
風
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
世
界
各
地
で
頻

発
す
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
も
世
界
中
で
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
教
主
さ
ま
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
は
進
む
方
向
を
大
き
く
転
換
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
神
さ
ま
を
中
心
と
し
た
人

間
の
在
り
方
で
な
い
と
何
事
も
う
ま
く
進
ま
な
い
と
、
神
さ
ま
か
ら
諭
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
本
の
教

え
に
は
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
で
あ
っ
て
も
、
悲
観
や
絶
望
で
は
な
く
、
神
さ

ま
が
大
難
を
小
難
に
ま
つ
り
か
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
、
善よ

い
ほ
う
に
解
釈
し

て
、
日
々
の
く
ら
し
を
前
向
き
に
感
謝
し
て
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の

大
切
さ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
が
苦
境
に
た
た
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

教
主
さ
ま
の
お
作
品
を
鑑
賞
し
て
、
お
か
げ
を
頂
き
、
明
る
く
元
気
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ
も
と
（
東
光
苑
）

で
は
「
出
口
紅
作
陶
展　

み
ろ
く
の
春
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

「
引
出
黒
茶
盌
」
や
私
の
大
好
き
な
「
大
和
合
」
の
お
茶
盌
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
９
月
末
ま
で
延
長
に
な
っ
た
教
主
さ
ま
の
作
陶
展
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

	

　

総
務
管
理
課
主
任　

菊　

池 

ま　

ゆ　

み



令和３年（2021）

　　
22
日
〜
日
〜
33
日
（
土
〜
日
）

日
（
土
〜
日
）

　
　

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
後
半
）

　
　

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
後
半
）

　　
1010
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

1818
日
（
月

日
（
月
））  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

　　「
霊
界
物
語
」
ご
口
述
百
周
年

「
霊
界
物
語
」
ご
口
述
百
周
年
　　

　　
霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
（

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
（
5454
回回
））

2020
日
（
水

日
（
水
））  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　　

  

講
題　
講
題　

大
本
の
教
え
に
学
び
食
卓
を
整
え
て

大
本
の
教
え
に
学
び
食
卓
を
整
え
て

　
　
　

　
　
　
　　

講
師
講
師　　

朝
倉
暢
子

朝
倉
暢
子
（（
元
群
馬
県
桐
生
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
）

元
群
馬
県
桐
生
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
）

　　
2323
日
（
木
）
午
前

日
（
木
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

　
　
　
　
家
庭
平
安
祈
願
祭

家
庭
平
安
祈
願
祭
（（
3030
回
）
回
）

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

東光苑月次祭の参拝について
　

　東光苑月次祭は、緊急事態宣言中はご参拝をご遠慮いただき、緊急

事態宣言が解除されれば、各機関からの代表参拝とさせていただきま

す。皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

　なお、祭典の模様は、大本東京本部の信徒専用ページからライブ配

信いたします。また、通常のご参拝は可能です。ただし、ご宿泊につ

いては、都内の感染者数が収まるまで、しばらくの間、受付いたしま

せんので、ご了承願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大本東京宣教センター

  

1010
月  

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　

８
月
東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

は
８
月
８
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・

加
藤
道
明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
東
京
都
が
緊
急
事
態
宣
言
中
の

た
め
、
一
般
の
参
拝
は
自
粛
を
呼
び
か
け
た

中
で
の
祭
典
と
な
っ
た
。

　

祭
員
は
本
部
職
員
が
、

ま
た
大
本
神
諭
拝
読
は

西
山
桂
一
郎
愛
善
宣
教

課
長
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東

京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
を
し
た
。

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

み
ろ
く
の
春

出
口
紅 

作
陶
展

○「
生
ま
れ
て
来
た
形
」と
言
え
ま
し
ょ
う
か
、

土
と
水
に
ま
か
せ
て
、
自
然
に
出
来
た
形

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。（
一
般
・
男
性
）

○
作
陶
集
を
見
て
、
実
物
を
鑑
賞
し
た
く
な
り

ま
し
た
。
来
て
よ
か
っ

た
で
す
。（
一
般
・
女
性
）

○
教
主
さ
ま
の
作
品
を
初

め
て
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

素
晴
ら
し
く
、
す
て
き

で
し
た
。
銘
・
富
士
鳴

戸
が
好
き
で
す
。（
一

般
・
女
性
）

感
想
・
ア
ン
ケ
ー
ト
紹
介

東光苑オンライン講座
10⺼ 20日（水）19：00 〜

大本の教えに学び食卓を整えて
　講師：朝倉暢子（元群馬県桐生市教育委員会教育委員長）

約 45 年前、普通の主婦たちで「安心できる品々」を
共同購入する会を立ち上げました。活動し、学ぶにつれ、
「火・水・土」の大切さを実感し、「食」は環境問題も
含む大切な事と知りました。その間、私の背中を押し
てくれたのは「正しい食」についての大本の教えでした。

大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

新新
・・
再再  

任任
　　
分
苑
分
苑
・・
主
会
長

主
会
長
のの
紹
介
紹
介
　　（（
東
北
・
関
東
教
区
）

東
北
・
関
東
教
区
）

関
　

東
　

教
　

区

東
　

北
　

教
　

区

　

茨
城
主
会

　
群
馬
主
会

 渡邉 　弘子  新新  朝倉 　暢子  再再

　

福
島
主
会

 佐藤 　良弘  新新
　

埼
玉
主
会

 髙野 富輝夫  新新

　

千
葉
主
会

 秋山 　　智  再再

　

山
梨
主
会

 中島 　　浩  新新

　

東
京
主
会

 志村 　寿隆  再再

　

栃
木
主
会

 佐藤 　　榮  新新
　

神
奈
川
主
会

 岩澤 　兵衛  再再

　

岩
手
主
会

 宮 澤  俊 勝  再再

　

宮
城
分
苑

 平川 　　章  再再

　

山
形
・
秋
田
主
会

 品川 　忠昭  再再

　

青
森
主
会

 新堂 　耕二  再再

み 

ろ 

く 

の 

春　
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

ご
好
評
に
と
も
な
い
、第
一
期「
み
ろ
く
の
春
」

を
9
月
末
ま
で
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
お
作
品
を
入
れ
替
え
第
二

期
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
苑
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


